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ボラセン登録者向け研修 

「自閉スペクトラム症の方の理解と関わり方」を実施しました！ 

 
金沢区ボランティアセンターでは、ボランティア登録者の日頃の活動をサポートするため、スキ

ルアップを目的とした研修会を開催しています。 

今回のテーマは「自閉スペクトラム症の方の理解と関わり方」。発達障がいについて学ぶととも

に、当事者の特性や困りごと、それを踏まえた関わり方を知ることができました。 

参加者のみなさんからは、受講後下記のようなご感想をいただきました。 

・傾聴ボランティアとして認知症の高齢者と失語症の方に接しています。自閉症の方とは全く違うも

のではないかと思っておりましたが、受け取り方、また、こちらからの伝え方など共通している部分が

多々あり、驚くと同時にとても学ぶ機会となりました。 

・息子が自閉症でガイドボランティアをやっていますが、常に勉強と思っています。今日聞いていると

「あーそうだなー」「そんなことしてる」って思うことが多くありました。私自身も一緒に成長したいと思

いました。参加してよかったです。 

 ボランティアセンターには、障がい児者支援の活動のご相談もいただいております。皆さまのお力や

思いを活かして活動してみませんか？ご関心をお持ちの方は、いつでもボランティアセンターへご連

絡ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：横浜市金沢区社会福祉協議会 ２０２４（令和６）年 10月 

第１７号 

講師：社会福祉法人横浜やまびこの里 

ポルト能見台 施設長 木村 重之氏 

令和６年２月９日（金）開催。 

26名の方にご参加いただきました！ 


